
外国人との共生＆共働・帰国後の支援の工夫



自己紹介
 1974年生まれ

 1997年～2000年青年海外協力隊参加（インドネシア）
 2003年～2005年インドネシアボゴール農科大学大学院に

留学（農村社会学専攻）

 2007年～就農 親と経営を分ける
 2008年～インドネシア人技能実習生の受け入れ
 2018年～株式会社農園たや設立（親と経営を合併）



農園たやの事業
外国人が活躍できるための事業内容
• 農業生産部

• インドネシア事業部

①特定技能人材斡旋事業（登録支援機関）

②JICA草の根技術協力プロジェクト パートナー型



農業生産部
• 面積

園芸ハウス 1.6ha
露地 3.2ha

• スタッフ 13名
日本人 5名
（1名はインドネシア派遣中）
特定技能 8名



農業生産部門

• 出荷品目
• ベビーリーフ
• しら菜、ルッコラなどの葉菜類
• サツマイモ、ゴボウなど約18種



外国人材と協働で
発展する農業の新システム
• 作業指示や出荷予定数量のデジタル化

• 移動力の強化（免許取得支援）

• 明確な評価基準

• 改善の仕組み

• メンター制による人材育成



外国人との協働を可能にするシステム
• スキル強化で給与アップの体系
自己評価シートによる1on1ミーティング



外国人との協働を可能にするシステム
• 失敗事例を業務改善へ換えるシステム
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